
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試験区分 
平成 2９年度 Ａ試験 平成 2９年度 Ｂ試験 

受験者 最終合格者 倍率 受験者 最終合格者 倍率 

事務職（大学卒） 113 名 27 名 4.2 倍程度 201 名 13 名 15.5 倍程度 

事務職（短大・高校卒） －   30 名 2 名 15 倍程度 

土木技術職（大学卒） 9 名 6 名 1.5 倍程度 5 名 2 名 2.5 倍程度 

土木技術職（短大・高校卒） －   1 名 1 名 1.0 倍程度 

建築技術職（大学卒） －   7 名 ２名 3.5 倍程度 

電気技術職（大学卒） －   5 名 １名 5.0 倍程度 

電気技術職（短大・高校卒） －   2 名 1 名 2.0 倍程度 

機械技術職（大学卒） －   7 名 2 名 3.5 倍程度 

機械技術職（短大・高校卒） －   3 名 2 名 1.5 倍程度 

化学技術職（大学卒） －   17 名 3 名 5.7 倍程度 

保健師 －   14 名 4 名 3.5 倍程度 

栄養士 －   60 名 5 名 12.0 倍程度 

保育教育職 －   138 名 30 名 4.6 倍程度 

消防職（大学卒） 55 名 7 名 7.9 倍程度 18 名 3 名 6.0 倍程度 

消防職（短大・高校卒） －   32 名 3 名 10.7 倍程度 

 

 

平成 29 年度の 1 次試験は教養試験・専門試験・

小論文等で実施しました。 

「公務員を目指して勉強してきた」「筆記試験も

面接もどちらもバランスよく評価されたい」そん

な方のための従来型の試験です。 

 

 

平成 29 年度の 1 次試験は適性検査・集団面接・

小論文等で実施しました。 

「自分の人物像を見てほしい」「民間企業を中心

に就職活動を行っているけど市役所の仕事にも

興味がある」そんな方のために新設した、従来の

公務員試験対策が不要な試験です。 

A 試験 
教養試験・専門試験で
勝負！ 

B 試験 
気軽に受験、面接で 
勝負！ 

倉敷市では人物重視の採用試験を行っています。 

平成２９年度は 1 次試験を２通りの試験区分で実施しました。 

※一部職種を除きます。 

※2 次試験以降で面接試験も行っています。 

※職種により試験内容は異なります。 

※最新情報・詳細は HPをご確認ください。 

 
平成 29年度採用試験実施結果（抜粋） 

めざすまちの実現 
求める人材 

私たちは、市民の皆さまが、住みやすく、学びやすく、 

働きやすく、そして何よりもいきいきと輝いて生活 

できるまちづくりに取り組んでいます。 

そのために、次の３つの資質を備えた人材を求めて 

います。 

 ①使命感を持ち、向上心の強い人 

 ②協調性のある温かい人 

 ③環境の変化に対応でき、意欲のある人 

 
 使命感を持ち、 
向上心の強い人 
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  ② 

協調性のある 
温かい人 

③ 
環境の変化に 
対応でき、 
意欲のある人 

面接で自分 

をアピール 

したい人 

 

 

公務員を 

目指して勉強

してきた人 

 

※実施していない試験区分は「－」で表記しています。 

※上記以外の採用試験実施結果は HP に掲載しています。 

試験制度の紹介 


